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⼈⽂学・社会科学分野の研究の再現性に関する基礎調査 
 

野内玲 
 

 
はじめに 

近年では、科学研究を進める際の研究の公正性についての取り組みが盛んである。そこで
は単に捏造・改ざん・盗⽤といった不正⾏為ではなく、その背後にある研究の再現性の問題
が医⽣命科学と⼼理学を中⼼に国際的にも⼤きく注⽬されてきている。⼀⽅で、この問題に
ついて⼈⽂学・社会科学のその他の領域での特徴を論じる研究は国内外で萌芽的である1。 
 このような国内外の動向を踏まえ、本調査では⼈⽂学・社会科学分野における研究活動の
再現性に関する議論を新規に構築することを⽬的とする。この際、⼈⽂学・社会科学分野の
研究者らに対するアンケートを通じて実態調査を実施し、この調査成果に基づき、研究の再
現性問題に関する分野横断的な側⾯と分野固有の側⾯とを実証的に明らかにする2。 
 
 
1. ⽬的 
 研究公正の⽂脈において近年注⽬されている研究の再現性問題の根幹にあるのは、科学
的主張を受け⼊れるための適切な根拠と、その根拠から⾃⾝の主張への論述が明確かどう
かである3。根拠となるデータや先⾏研究が不正に取り扱われたり、それらを根拠にした分
析や論述を不適切であったりすれば、当該研究を再現すること（読者が同じ結果や解釈にた
どり着くこと）は不可能である。したがって、元にした論⽂等の形で研究成果を取りまとめ
る際に、それぞれの研究分野では何を重視しているのか。本研究ではこの問いを先⾏研究調
査とアンケートによって調査・検討する。その際、研究実施の⼿続きに加え、主として⼈を
対象とする研究を実施する際に関係する、研究倫理審査委員会に関する調査も実施する。す

 
1 数少ない例として(Peels 2019)がある。Peels は⼈⽂・社会科学系の統計を使わない分野に再現性問題が
あるのかを⾃然科学系と⽐較検討した。その際の議論には、分析哲学分野で使⽤される考え⽅（タイプと
トークン）を⽤いている。Peels, R. Replicability and replication in the humanities. Res Integr Peer 
Rev 4, 2 (2019). https://doi.org/10.1186/s41073-018-0060-4 
2 本研究は「広島⼤学⾼等教育研究開発センター：公募型国際・国内共同研究推進事業−⼤学における教
育研究の⽣産性向上に関する国際共同研究−」の助成を受けて実施した。また、⽇本学術振興会科学研究
費補助⾦「科学理論の頑健性の検討を通した研究の再現性問題の再構築」（基盤研究 C、2021 年 4 ⽉〜
2024 年 3 ⽉）における研究と並⾏して実施するものである。 
3 ⼼理学や医学研究での事例を挙げれば、データを取捨選択することで有意性の判定基準 p 値を恣意的に
操作する P ハッキングや、データが出揃ってから探索的に（後付けに）仮説を形成し、当初から仮説検証
型の研究であったかのように⾒せかける HARKing がある。これらの⾏為では、データと成果を不適切に
結びつけている。 
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なわち、こうした委員会による第三者的視点が研究活動の客観性や透明性の意識が、研究の
再現性にどのように関わるか（もしくは、関わりうるか）を検討する。 
 
 
2. 背景 

本研究で研究の再現性について検討する背景は、⼼理学や医学分野での「再現性の危機」
とされる近年の動向に由来している。ここでは社会科学の代表としての⼼理学分野に注⽬
してこの問題を概観する。この分野で再現性問題が認識されるに⾄ったきっかけとして、社
会⼼理学のトップジャーナルに掲載された超能⼒論⽂の例（Bem 2011）がある。定量的研
究において、統計的検定⼒が低い⼿法を⽤いる場合、ある効果が実際に⽣じていてもそれを
検出することは難しい。また、検定⼒が低い複数の⼿法で検証すればするほど、その中には
優位ではない報告が含まれる可能性が⾼くなる（⼼理学の場合、20〜40%程度の検定⼒しか
ない場合が多い）。それでも予想通りの結果が出続ける場合、それはその効果の実在ではな
く、⼿続きに問題がある可能性が⾼いことを⽰す（統計的優位差の導出に誤りか不正がある）
（池⽥他 2015, 5）。このことに加えて、Bem は結果を⾒てから仮説を⽴てるべしという（誤
った）⽅法論を明⾔しており、そもそもの研究⼿法の考え⽅においても問題があったことが
同分野での再現性危機を論じる際の通説となっている（平⽯・中村 2021, 29）。 

⼈⽂学・社会科学領域において統計学を⼿法として⽤いる分野（教育学や経済学）では、
⼼理学分野での問題が同様に当てはまることが予想される。しかし、統計学を⽤いない研究、
例えば⽂献解釈等の研究における再現可能性については別の観点があることが考えられる。 

ここで、研究の再現性の定義について先⾏研究を確認したい。（国⾥ 2020）では
（Goodman et. al. 2016）による「⽅法・結果・推論の再現性」を踏まえ、⼼理学研究にお
ける再現性の全体像を明瞭に描写している。ここでは再現性のより⼀般的な定義として、
「再現性とは、ある現象が成⽴する条件を整えることができれば、その現象が繰り返し⽣じ
ることを指す」とされている（国⾥ 2020, 21）。これは実験に関する⽅法・結果・推論の再
現性を念頭に置いているかと考えられる。⼈⽂・社会科学においても、議論の根拠となる根
拠（⽂献や資料・史料、先⾏研究における解釈）を⽤いて、論証を展開し、著者の主張とな
る解釈（すなわち、結果）に⾄るという過程のそれぞれが、先の「再現性」という⽤語で含
意されている事項に当てはまるだろう。より具体的に⾔えば、根拠となる事実や先⾏研究の
解釈から新たな⾒解を導出していく際には、他の研究者が著者の思考の流れを適切に読み
取ることが可能な形での論述が求められる。本研究では、この観点を論述の追跡可能性
（Traceability）と呼ぶことにする。その際の論述も、真実を明らかにするというより、論述
において先⾏研究等の多様な解釈を相互に競わせ、新たな解釈へと結び付けていくことに
意義がある（新奇性）。そして、その論述の意図が他者から適切に解釈できる必要がある。
この意味で、論述の追跡可能性（Traceability）を「再現性」の⼀形態とみなすことが可能で
ある。 
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このように、⼈⽂学・社会科学分野野での研究実態を明らかにすることはそれ⾃体として
意義があるし、その成果を、⾃然科学分野を主眼とした再現性の議論に再適⽤することで新
たな視座を提⽰することになりうるだろう。さらに、本調査の社会的意義も提⽰すれば、研
究の再現性の問題は、研究活動の質の向上や、研究不正⾏為への対応など、研究公正の課題
でもある。⽂部科学省の「研究活動における不正⾏為への対応等に関するガイドライン」に
基づき、各研究機関では所属する構成員に対し、研究者倫理教育や研究不正防⽌講習会、研
究者倫理の e ラーニングを提供している。しかしながら、研究分野によって研究の実施内容
も、検討すべき倫理⾯の配慮も異なっており、⾼等教育における研究公正の実質的な教授機
会は、研究室での指導に強く依存していることが考えられる4。研究の再現性、そして研究
公正の取り組みを再検討することで、⼤学における研究環境や研究⾵⼟といったより広範
な⽂脈を明らかにすることにも繋がることが考えられる。 

以上の問題意識を踏まえ、本研究の⽬的を書き下すと以下のようになる。責任ある研究活
動を実施する上で必要な研究倫理・研究公正の事項について、研究室での指導の実態とその
分野依存的・分野横断的側⾯を明らかにする。その結果、研究者及び⼤学院⽣が研究実施過
程や研究対象者に適切な配慮を⾏いつつ、研究の質を向上していくことのできる研究環境
を構築するための基礎情報を提供する。 
 
 
3. 調査の実施⽅法 

アンケート調査の実施のため、アンケート実施のための同意⽂書とアンケートの質問項
⽬を作成した5。また、調査実施のため、広島⼤学⾼等教育研究開発センター研究倫理委員
会で研究課題「責任ある研究活動を実施するために必要な教育内容」としての審査を申請し、
2022 年 2 ⽉ 1 ⽇に承認を受けた（審査番号 2021 審 011）。 

アンケートは SurveyMonkey で Web アンケートのフォームを作成した。アンケートの案
内は、BMC 経営管理センターを通じて⽇本国内の⼤学院研究科研究科⻑宛にハガキにて送
付し、研究科に所属する研究者・⼤学院⽣にアンケート URL を展開するよう依頼した。主
たる調査内容は⼈⽂・社会科学分野の研究公正に関わる教育研究の実態であるが、研究分野
間の⽐較を⾏うため、全分野の⼤学院研究科に送付した。学⽣に対する依頼を⼤学院⽣以上

 
4 なお、（加藤 2018）によれば、⼼理学分野では「現在では再現性問題の議論はおおむね終焉を迎え、す
でに多くの学術雑誌が科学の透明性と再現性への対策を履⾏する段階である」とのことである。再現性の
危機を乗り越え、そのために論⽂投稿のプロセス等において、P ハッキングや HARKing が起き難い環境
をアカデミアとして構築しているという。こうした⼼理学分野における⼀連の取り組みは、（平⽯・中村 
2021）にて具体的事例も交えて解説されている。 
5 質問項⽬の作成において、広島⼤学⾼等教育研究開発センターの村澤昌崇先⽣には研究実施の⽅法も含
め、本研究に関する重要な指摘を多数いただいた。先⽣には調査実施の内外における⽀援について、この
場を借りて感謝申し上げる。 
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に限定したのは、⼤学院⽣ならば、研究分野によらず、卒業研究の実施・卒業論⽂の執筆を
経て、研究室内での研究指導を受けたり、学会発表・参加等の経験があると考えられるから
である。研究参加者を集めるにあたり、研究科⻑からの転送が重要なため、初回の案内に加
え、1 回のリマインダーを実施した（ただし、アンケートの展開に協⼒いただけたことが確
認できた研究科へのリマインダー案内は、過剰な連絡で迷惑をかけないよう⼀部省略した）。
また、アンケート回答結果を⼤学に関する外形的情報と関連させて分析ができるよう、各研
究科には⼤学を識別不可能な形でのフェイク ID を事前に割り振り、回答に際して⼊⼒をす
るよう求めた。 

 
 

4. 調査結果（概要） 
アンケートの案内に対する反応は以下である。 
 

初回案内ハガキ郵送：1,923 件（2022 年 2 ⽉ 17 ⽇） 
リマインダーハガキ郵送：1,906 件（2022 年 3 ⽉ 16 ⽇） 
 
Web アンケート同意確認：同意 1,714 件、⾮同意 14 件 
フェイク ID ⼊⼒：1,172 件 
 
以下のページでは、SurveyMonkey のシステムにより出⼒したアンケートの単純集計結果
を抜粋して提⽰する（同設問の英語版回答を併記する）。今後、論⽂として成果を取りま
とめていく中で、結果全体を詳細に分析した内容を発表していく予定である。 
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回答者属性について 
 
Q：あなたの研究分野を教えてください。 
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Q：あなたの所属する部局・部署の研究分野を教えてください。
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Q：あなたの所有する最⾼学位を教えてください（⼤学院⽣の場合、修了⾒込みも含む）

 

 
 
Q：海外（⽇本以外）での研究経験の有無を教えてください。
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Q：あなたの⾝分・職階を教えてください。

 

 
 
Q：あなたの⾝分・職階が⼤学院⽣（修⼠課程、博⼠課程）の場合、希望もしくは決定し
ている進路をお答えください。 
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Q：ご⾃⾝の活動時間割合を教えてください。（計 100%になるように回答。回答者が教員
の場合のみ） 
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Q：⾃⾝の研究活動の実施に際した事項として、以下の項⽬の重要性の認識をお答えくだ
さい。 

 
* 研究データ：実験や観測、シミュレーション結果、アンケート調査結果、フィールドワークの記録、貴
重な古⽂書・資料、インタビューで得られた内容（テキスト、⾳声）、撮影した映像・写真等） 
** 再現性の意味：同じデータと同じ⽅法で再解析する、新たなデータと同じ⽅法で追試する、新たなデ
ータと違う⽅法で追試する等、条件を変えてもある現象や結果が⽣じること 
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Q：あなたからみて、⾃分の専⾨分野や周囲の研究者が以下の項⽬の重要性をどう評価し
ているように⾒えるかをお答えください。 
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Q：資料・⽂献・実験や調査で得たデータ等、厳密な管理が必要な諸情報はどのように管
理していますか。 
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Q：あなたの所属機関もしくは周辺について、研究活動について多⽅⾯から相談を受ける
機会としてどのようなものがありますか。

 

 
 
 
Q：あなたの所属機関もしくは部局には、あなたの研究の倫理⾯について審査をすること
のできる研究倫理審査委員会もしくはこれに類した体制がありますか。なお、ここでの研
究倫理とは、研究不正⾏為（捏造・改ざん・盗⽤）に関することではなく、研究を実施す
る上で研究対象に対して持つべき配慮（被験者保護や動物愛護等）についてのことを念頭
におきます（以下の設問も同様）。
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Q：あなたはこれまで研究倫理審査委員会に審査を依頼したことがありますか

 

 
 
 
 
 
Q：「ない」と回答した⼈は、その理由を教えてください。複数回答可
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Q：あなたの所属する学会には、研究発表（⼝頭発表、論⽂発表）に際して、研究倫理審
査委員会での審査を要する旨を定めた規程はありますか。複数の学会に所属している場合
は、あなたが主に活動をしている学会について回答してください。 
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Q：研究倫理審査委員会にて審査もしくは意⾒を求めることが有効であると考えられるの
は、どの項⽬ですか。
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Q：研究倫理審査に関する意⾒や経験をお聞かせください。
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まとめ、今後の展望 
 今後は回答者属性と各回答を関連させた分析を実施する。なお本調査の実施に際して
は、検証する仮説を設定してはいない。得られたデータを多側⾯から分析し、研究者の研
究分野によって、研究倫理・研究公正、とりわけ研究の再現性の意識や、研究指導の内容
に違いが発⽣しうるかを検討する。すなわち、探索的研究として成果を導き出し、成果発
表に結びつけたい。 

また、広島⼤学⾼等教育研究開発センター（RIHE）からの研究助成は 2022 年 3 ⽉ 31
⽇で終了するが、本研究は 2023 年 3 ⽉ 31 ⽇までの期間で実施を申請・承認を受けてい
る。経年⽐較のため、JSPS 科研費にて同内容の調査を実施することを計画している。 
 
 
謝辞 
本研究は RIHE 公募型研究 B03003、JSPS 科研費 JP 21K00029 の助成を受けたもので
す。 
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広島大学高等教育研究開発センター 国際共同研究推進事業 

Advancement of Higher Education Research: 
 RIHE Monograph Series について 

『Advancement of Higher Education Research: RIHE Monograph Series（旧ディスカッションペーパー

シリーズ）』は、速報性を重視し暫定的にまとめて発信することを目的として企画されたシリーズ（オープ

ン・ジャーナル）です。これまでに、「ディスカッションペーパーシリーズ」として、国際共同研究、公募型

研究、戦略的プロジェクト研究、客員研究員による研究等、成果として取りまとめられたものが発信されま

した。（執筆者の所属は刊行時のものです） 

 

注：本 Advancement of Higher Education Research: RIHE Monograph Series は、令和 3 年度国際共同研

究の研究成果である。 
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